
- 13 - 

第１ 部 世帯と 子供の状況 

 

第１ 章 調査対象世帯の概況等 

 

本章では、 小学生ま での子供を養育する 両親世帯 4, 800 世帯と 20 歳未満の子供を養育する ひ

と り 親世帯 1, 200 世帯のう ち、回答のあった小学生ま での子供を養育する 両親 2, 565 世帯及び 20

歳未満の子供を養育する ひと り 親 448 世帯を合わせた 3, 013 世帯の概況並びにその父母（ 養育者）

5, 578 人と 子供 5, 360 人の概況について述べる 。  

 

１  父母の状況 

( １ )  父母の状況－性・ 年齢階級別 

父母の人数を年齢階級別にみる と 、 男女と も に「 40～44 歳」 が最も 多く 、 男性は 728 人、 女

性は 859 人と なっている 。 父母の平均年齢は男性 42. 3 歳、 女性 40. 9 歳である 。（ 図Ⅰ-1-1）  

 

図Ⅰ-1-1 父母の状況－性・ 年齢階級別  

 

 

（ 注） 男性の合計が 100％になら ないのは、 父親の年齢無回答の人がいる ためである 。  

   ま た、 男性 2, 603 人には、 年齢無回答の人を 含むため、 内訳の合計と 一致し ない。  
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( ３ )  多胎児の状況 

多胎児がいる 世帯は、 1. 6％と なっている 。（ 図Ⅰ-1-7）  

 

図Ⅰ-1-7 多胎児の状況 

 

 

４  ス テッ プファ ミ リ ーの状況－29 年度調査と の比較 

ス テッ プフ ァ ミ リ ー（ ※） の状況について、「 はい」（ 該当する ） の割合は 1. 2％で、 29 年度調

査（ 1. 8％） から 0. 6 ポイ ント 低下し ている 。（ 図Ⅰ-1-8）  

（ 注） ※再婚等によ り 血縁のない親子・ 兄弟など のいる 家庭を いう 。  

                                          

図Ⅰ-1-8 ス テッ プファ ミ リ ーの状況－29 年度調査と の比較 

 

 

 

（ 注） 家族類型で、「 親と 子」「 祖父母と 親と 子」「 その他」 のいずれかと 回答し た、 3, 007 世帯に回答を 求めた。  
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５  介護・ 世話・ 見守り の有無及びその状況〔 複数回答〕 -29 年度調査と の比較 

子供以外の親族で、 疾病・ 障害・ 認知症など の理由によ り 、 介護・ 世話・ 見守り が必要な人が

「 いる 」 と 回答し た世帯の割合は 15. 1％と なっており 、 29 年度調査（ 8. 7％） から 6. 4 ポイ ント

増加し ている 。 介護・ 世話・ 見守り が必要な相手は「 養育者（ 女性） の父母」 が 40. 8％と 最も 高

く 、 次いで「 養育者（ 男性・ 女性） の祖父母」 が 28. 5％、「 養育者（ 男性） の父母」 が 26. 8％と

なっている 。 ま た、「 いる 」 と 回答し た世帯の父母それぞれに対し て、 どの程度介護・ 世話・ 見

守り に関わっている か聞いたと こ ろ、「 必要に応じ て手伝っている 」 の割合は、 父が 29. 5％、 母

は 25. 7％で、 父の方が 3. 8 ポイ ント 高く なっている 。（ 図Ⅰ-1-9）  

 

図Ⅰ-1-9 介護・ 世話・ 見守り の有無及びその状況〔 複数回答〕 -29 年度調査と の比較 
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( ２ )  住居の種類－両親の有無別 

 

 

 

住居の種類を両親の有無別にみる と 、 両親世帯では「 持家（ 一戸建て）」 の割合が 45. 5％で

最も 高く 、 次いで「 民間賃貸住宅（ 共同住宅）」 の割合が 24. 5％と なっている 。  

一方、 ひと り 親世帯では「 民間賃貸住宅（ 共同住宅）」 の割合が 35. 0％で最も 高く 、 次いで

「 持家（ 一戸建て）」 の割合が 29. 2％と なっている 。（ 図Ⅰ-1-11）  

 

図Ⅰ-1-11 住居の種類－両親の有無別 
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７  父母の就労状況 

( １ )  就業状況 

 

 

「 就業」 の割合は、 父が 92. 1％、 母は 74. 9％と なっている 。（ 図Ⅰ-1-12)  

（ 注）「 就業」 し ている 人と は、 就労の状況を 問う 設問で「 主に仕事」「 家事など のかたわら に仕事」「 通学のかたわ

ら に仕事」「 育児休業中である 」「 病気等で休んでいる 」「 介護休業中である 」 と 回答し た人である 。  

   ま た、「 介護休業中である 」 と 「 家事・ 介護」 は令和４ 年度調査で新たに追加し た選択肢である 。  

 

図Ⅰ-1-12 就業状況   

 
↑データラベルはテキストボックスで手打ちしているのもあるため更新時要注意！！

90.5 

97.5 

0.9 0.1 0.4 0.2 0.5 0.2 

‐

0.0 

7.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

（2,603人）

平成29年度

（3,374人）

就業 92.1 非就業 0.8

無回答

その他

0.1

主に仕事
家事などの

かたわらに

仕事

通学の

かたわらに

仕事

育児休業中

である

病気等で

休んでいる

仕事を

探している
家事・

育児
通学

-

父

0.3    0.0    0.1    0.3     0.4   0.1   - - 0.1    

45.4 

35.4 

21.4 

22.4 

7.2 

7.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

（2,975人）

平成29年度

（3,805人）

就業 74.9 非就業 20.0

無回答

その他

0.4

主に仕事 家事などの

かたわらに

仕事

通学の

かたわらに

仕事

0.4

産休・育児

休業中

である

病気等で

休んでいる

0.5

仕事を

探している

1.8

家事・

育児
通学

0.3

母

17.1

29.4 2.9

0.2  0.4

家事・

介護

-

介護休業中

である

0.0

家事・

介護

0.4

5.1

介護休業

中である

-

1.2

0.1 0.6  - 1.3

母の「 就業」 の割合は、 7 割超 



- 25 - 

( ４ )  従業上の地位－29 年度調査と の比較 

 

 

就業し ている 父母（ 4, 626 人） の従業上の地位は、 父母と も に「 正規の職員・ 従業員」 の割

合が最も 高く 、 父が 75. 6％、 母は 47. 8％と なっている 。 母の「 正規の職員・ 従業員」 の割合

は、 29 年度調査（ 42. 1％） から 5. 7 ポイ ント 増加し 、「 パート ・ アルバイ ト 」 の割合は 29. 9％

で、 29 年度調査（ 35. 3％） から 5. 4 ポイ ント 減少し ている 。 ( 図Ⅰ-1-15)  

（ 注）「 就業」 し ている 人と は、 就労の状況を 問う 設問で「 主に仕事」「 家事など のかたわら に仕事」「 通学のかたわ

ら に仕事」「 育児休業中である 」「 病気等で休んでいる 」「 介護休業中である 」 と 回答し た人である 。  

 

図Ⅰ-1-15 従業上の地位－29 年度調査と の比較 
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８  父母の学歴 

父母の学歴は、 父母と も に卒業では「 大学」 の割合が最も 高く 、 父が 47. 2％、 母は 40. 0％と

なっている 。 ( 表Ⅰ-1-5)  

 

表Ⅰ-1-5 父母の学歴 

 

 

９  世帯収入の状況 

( １ )  世帯の年間収入－29 年度調査と の比較 

 

  

世帯の年間収入は、「 600～800 万円未満」 の割合が 17. 9％で最も 高く 、 次いで「 800～1000

万円未満」 が 16. 8％、「 1, 000～1, 200 万円未満」 が 12. 7％と なっている 。 ( 図Ⅰ-1-21)  

 

図Ⅰ-1-21 世帯の年間収入－29 年度調査と の比較  
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( ２ )  世帯の年間収入－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

 

世帯の年間収入を世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、 両親世帯では「 600～800 万円未

満」 の割合が 19. 4％で最も 高く なっている 。 ひと り 親世帯では「 100～200 万円未満」 の割合

が 18. 8％で最も 高く なっている 。 ( 表Ⅰ-1-6)  

 

表Ⅰ-1-6 世帯の年間収入－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 
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( ２ )   子供を預けていて不満に思う こ と 〔 複数回答〕 －両親の有無別 

 

 

 

子供の預け先に関し て困る こ と や不満に思う こ と を両親の有無別にみる と 、 両親世帯は「 特
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間や休日に利用でき ない」 が 14. 8％と なっている 。 ひと り 親世帯は「 子供が病気のと き に利用

でき ない」 の割合が 46. 0％と 最も 高く 、 次いで「 特にない」 の割合が 34. 0％、「 夜間や休日に

利用でき ない」 の割合が 20. 0％と なっている 。（ 表Ⅰ-2-5）  

 

表Ⅰ-2-5 子供を預けていて不満に思う こ と 〔 複数回答〕 －両親の有無別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総
数

 
希
望
す
る
時
間
ま
で
子
供

 
を
預
か
っ

て
く
れ
な
い

 
夜
間
や
休
日
に
利
用
で
き

 
な
い

 
子
供
が
病
気
の
と
き
に

 
利
用
で
き
な
い

 
教
育
・
保
育
の
内
容
が

 
良
く
な
い

 
費
用
が
高
い

 
対
応
が
柔
軟
で
は
な
い
、

 
融
通
が
き
か
な
い

 
先
生
や
保
育
者
の
教
育
の

 
方
針
が
養
育
者
と
異
な
る

 
先
生
や
保
育
者
と
養
育
者

 
と
の
交
流
が
少
な
い

 
給
食
の
内
容
が
良
く
な
い

 
丁
寧
に
子
供
を
見
て
く
れ

 
な
い

 
通
う
の
に
不
便
で
あ
る

 
そ
の
他

 
特
に
な
い

 
無
回
答

100.0 8.6 15.0 37.2 3.0 12.1 7.5 1.9 5.1 2.6 1.6 4.8 5.1 37.9 4.0
(1,385)
100.0 8.6 14.8 36.9 3.1 12.1 7.4 1.8 5.2 2.5 1.6 4.9 5.3 38.1 3.9
(1,335)
100.0 8.0 20.0 46.0 - 14.0 10.0 4.0 - 6.0 2.0 4.0 - 34.0 6.0

(50)

 総数

 両親世帯

 ひとり親世帯

両親世帯は「 特にない」 の割合が最も 高く 、 ひと り 親世帯は「 子供が病気のと き に利用

でき ない」 の割合が最も 高い 
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( ２ )  子育て支援サービス の利用の有無と サービ ス を利用し ない理由－両親の有無別 

 

 

 

子育て支援サービ ス の利用の有無と サービ ス を利用し ない理由を、 両親の有無別にみる と 、

「 子育てひろば（ 保育所・ 児童館等）」 を「 利用し たこ と がある 」 割合は、 両親世帯が 66. 5％、

ひと り 親世帯は 59. 3％で、 両親世帯が 7. 2 ポイ ント 高く なっている 。  

「 フ ァ ミ リ ー・ サポート ・ センタ ー」を「 利用し たこ と がある 」割合は、ひと り 親世帯が 16. 7％、

両親世帯は 9. 5％で、 ひと り 親世帯が 7. 2 ポイ ント 高く なっている 。（ 表Ⅰ-2-8）  

 

表Ⅰ-2-8 子育て支援サービ ス の利用の有無と サービ ス を利用し ない理由－両親の有無別 

 

  

 
知
ら
な
か
っ

た
か
ら

 
必
要
な
か
っ

た
か
ら

 
地
域
に
な
か
っ

た
か
ら

 
利
用
し
に
く
か
っ

た
か
ら

 
そ
の
他

 
無
回
答

100.0 66.2 25.9 4.7 13.5 0.1 4.6 2.1 0.9 7.9

(1,515)

100.0 66.5 25.9 4.7 13.6 0.1 4.5 2.1 0.9 7.6

(1,461)

100.0 59.3 24.1 3.7 11.1 - 5.6 3.7 - 16.7

(54)

100.0 24.2 67.9 5.9 41.6 1.1 14.0 4.0 1.3 8.0

(1,515)

100.0 24.2 68.2 6.0 42.0 1.2 13.9 3.9 1.3 7.6

(1,461)

100.0 24.1 57.4 3.7 31.5 - 16.7 5.6 - 18.5

(54)

100.0 9.8 81.9 14.7 45.7 0.7 15.8 3.8 1.1 8.3

(1,515)

100.0 9.5 82.5 14.9 46.3 0.8 15.7 3.6 1.2 8.0

(1,461)

100.0 16.7 66.7 11.1 29.6 - 18.5 7.4 - 16.7

(54)

100.0 10.2 81.2 39.8 31.5 1.7 2.8 1.3 4.1 8.6

(1,515)

100.0 10.4 81.3 39.9 31.5 1.7 2.8 1.2 4.2 8.3

(1,461)

100.0 3.7 77.8 37.0 31.5 1.9 3.7 3.7 - 18.5

(54)

100.0 1.1 90.3 25.0 55.1 1.1 5.8 2.1 1.1 8.4

(1,515)

100.0 1.1 90.7 25.3 55.4 1.2 5.6 2.1 1.2 8.2

(1,461)

100.0 1.9 79.6 18.5 46.3 - 11.1 3.7 - 18.5

(54)

100.0 0.3 91.2 32.9 49.4 1.4 4.5 1.8 1.2 8.6

(1,515)

100.0 0.3 91.5 33.2 49.6 1.4 4.4 1.6 1.2 8.2

(1,461)

100.0 - 81.5 24.1 44.4 - 7.4 5.6 - 18.5

(54)

 
総
数

 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

 
利
用
し
た
こ
と
が
な
い

 
無
回
答

 子育てひろば
 （保育所・児童館等）

 総数

 両親世帯

 ひとり親世帯

 両親世帯

 ひとり親世帯

 一時預かり

 総数

 両親世帯

 ひとり親世帯

 ファミリ ー・サポート
 ・センター

 総数

 両親世帯

 ひとり親世帯

 トワイライトステイ

 総数

 両親世帯

 ひとり親世帯

 赤ちゃん・ふらっと

 総数

 両親世帯

 ひとり親世帯

 ショートステイ

 総数

「 子育てひろば（ 保育所・ 児童館等）」 を「 利用し たこ と がある 」 割合は、 両親世帯が 

6 割超、 ひと り 親世帯は約 6 割 
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( ３ )  放課後過ごし ている 場所〔 複数回答〕 －両親の有無別 

 

 

放課後過ごし ている 場所を両親の有無別にみる と 、「 自宅」 の割合が共に最も 高く 、 両親世

帯が 73. 8％、 ひと り 親世帯は 71. 4％と なっている 。 ま た、「 塾や習い事（ 地域のス ポーツ ク

ラ ブを含む）」 の割合は、 両親世帯が 53. 6％、 ひと り 親世帯は 40. 2％で、 両親世帯の方が

13. 4 ポイ ント 高く なっている 。  

一方、「 学童ク ラ ブ」 の割合は、 ひと り 親世帯が 31. 2％、 両親世帯は 23. 6％で、 ひと り 親

世帯の方が 7. 6 ポイ ント 高く なっている 。（ 図Ⅰ-3-3）  

 

図Ⅰ-3-3 放課後過ごし ている 場所〔 複数回答〕 －両親の有無別 
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等
）

そ
の
他

無
回
答

両親世帯（2,062人）

ひとり親世帯（189人）

「 学童ク ラ ブ」 で過ごす割合は両親世帯が 2 割超、 ひと り 親世帯が約 3 割 

r
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２  学童ク ラ ブの利用状況 

( １ )  学童ク ラ ブの利用状況 

 

 

小学生の子供 2, 251 人について、 学童ク ラ ブの利用状況を聞いたと こ ろ、「 利用し ている 」、

「 過去に利用し ていた」 を合わせた「 利用し たこ と がある 」 の割合は 50. 1％と なっている 。  

（ 図Ⅰ-3-5）  

 

図Ⅰ-3-5 学童ク ラ ブの利用状況 

 

 

 ( ２ )  学童ク ラ ブの利用状況－両親の有無別 

 

 

学童ク ラ ブの利用状況を両親の有無別にみる と 、ひと り 親世帯では、「 利用し ている 」、「 過去

に利用し ていた」 を合わせた「 利用し たこ と がある 」 の割合は 66. 1％で 6 割を超えている 。  

( 図Ⅰ-3-6)  

 

図Ⅰ-3-6 学童ク ラ ブの利用状況－両親の有無別 

 

24.2 25.9 43.0 

0.3 

6.6 
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令和4年度
（2,251人）

利用している

利用したこと
がない

学童クラブを知らない 無回答

過去に利用していた

利用したことがある 50.1

18.8 23.4 52.2 

0.7 

4.8 
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<参考>

平成29年度

（2,534人）

利用している

利用したことがない
学童クラブを知らない 無回答

過去に利用していた

利用したことがある 42.2

23.6

31.2

25.1

34.9

44.6

24.9

0.3

-

6.4

9.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両親世帯

（2,062人）

ひとり親世帯

（189人）

利用している

利用したことがない 学童クラブを知らない 無回答

過去に利用していた

利用したことがある 48.6

利用したことがある 66.1

「 利用し たこ と がある 」 割合が約 5 割 

学童ク ラ ブを「 利用し たこ と がある 」 割合は、 ひと り 親世帯では 6 割超 

c
人
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( ３ )  学童ク ラ ブの利用状況－母の従業上の地位別 

 

 

学童ク ラ ブの利用状況を母の従業上の地位別にみる と 、「 利用し たこ と がある 」 の割合は、

正規の職員・ 従業員では 84. 7％で 8 割を超えている 。 一方、 非就業では 13. 2％と なってい

る 。 ( 表Ⅰ-3-3)  

 

表Ⅰ-3-3 学童ク ラ ブの利用状況－母の従業上の地位別 

   

 

（ 注） 総数は小学生の子供 2, 251 人のう ち、 父子世帯の子供 19 人を 除いた 2, 232 人である 。  

 
総
数

 
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

 
利
用
し
た
こ
と
が
な
い

 
学
童
ク
ラ
ブ
を
知
ら
な
い

 
無
回
答

100.0 50.0 43.2 0.3 6.5
(2,232)
100.0 61.8 32.3 0.2 5.7
(1,617)
100.0 51.6 44.3 - 4.1
(122)

100.0 84.7 11.6 - 3.7
(675)

100.0 56.8 40.5 - 2.7
(37)

100.0 40.0 50.4 0.5 9.1
(583)

100.0 57.8 37.8 - 4.4
(45)

100.0 74.5 21.6 - 3.9
(51)

100.0 40.0 60.0 - 0.0
(25)

100.0 13.2 77.8 0.6 8.3
(469)

 その他

 非就業

 自営業

 総数

 就業

 正規の職員・従業員

 会社・団体等の役員

 パート・アルバイト

 労働者派遣事業所の
 派遣社員

 契約社員・嘱託

学童ク ラ ブを「 利用し たこ と がある 」 割合は、 母が正規の職員・ 従業員の世帯で 8 割超 
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( ６ )  学童ク ラ ブを利用し ない理由〔 複数回答〕 －共働き の状況別 

 

 

 

学童ク ラ ブを 利用し ない理由を 共働き の状況別にみる と 、「 塾や習い事、 地域のス ポーツ ク

ラ ブに通っている ため」 の割合は、 共働き 世帯が 33. 8％、 共働き でない世帯は 22. 3％で、 共

働き 世帯の方が高く なっている 。（ 図Ⅰ-3-8）  

 

図Ⅰ-3-8 学童ク ラ ブを利用し ない理由〔 複数回答〕 －共働き の状況別 

 

 

（ 注） 学童ク ラ ブを 利用し ていない子供 1, 550 人から 、 ひと り 親世帯の子供 113 人と 、 両親世帯だが、 共働き かど

う か不明な世帯の子供 241 人を 除いた 1, 196 人について集計し た。  
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( ９ )  学童ク ラ ブを欠席する 理由－子供の学年別 

 

 

 

学童ク ラ ブを欠席する 理由を子供の学年別にみる と 、1 年生は「 親、祖父母が家にいる と き 」

の割合が 31. 6％で最も 高く 、 2 年生と 3 年生では「 塾や習いごと に通う と き 」 が最も 高く なっ

ている （ 34. 3％、 32. 2％）。 ( 表Ⅰ-3-5)  

 

表Ⅰ-3-5 学童ク ラ ブを欠席する 理由－子供の学年別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総
数

 
塾
や
習
い
事
に
通
う
と
き

 
学
童
ク
ラ
ブ
以
外
の
友
達
と

 
遊
ぶ
と
き

 
親
、

祖
父
母
が
家
に
い
る
と
き

 
兄
弟
姉
妹
が
家
に
い
る
と
き

 
子
供
が
行
き
た
が
ら
な
い
と
き

　
子
供
の
体
調
が
悪
い
と
き

 
そ
の
他

 
無
回
答

100.0 31.7 3.7 27.7 1.7 3.5 19.8 4.6 7.3
(545)

100.0 30.5 1.1 31.6 1.6 2.1 20.3 7.5 5.3
(187)

100.0 34.3 2.3 31.4 1.7 2.9 20.6 4.0 2.9
(175)

100.0 32.2 10.7 19.0 1.7 6.6 21.5 2.5 5.8
(121)

100.0 33.3 - 20.0 3.3 3.3 16.7 - 23.3
(30)

100.0 11.8 5.9 17.6 - - 5.9 5.9 52.9
(17)

100.0 20.0 - 40.0 - 20.0 20.0 - -
(10)

 総数

 1年生

 6年生

 5年生

 4年生

 3年生

 2年生

1 年生以は、「 親、 祖父母が家にいる と き 」、 2 年生と 3 年生では、「 塾や習い事に通う と き 」

の割合が最も 高い 
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( 13)  学童ク ラ ブを利用する にあたって望むこ と 〔 複数回答〕 －両親の有無別 

 

 

 

学童ク ラ ブに望むこ と を両親の有無別にみる と 、 両親世帯は「 行き 帰り が安全である こ と 」

の割合が 68. 8％で最も 高く 、 次いで「 学校から 近いこ と 」 が 62. 6％、「 自宅から 近いこ と 」 が

51. 8％と なっている 。 ひと り 親世帯では、「 自宅から 近いこ と 」 の割合が 66. 0％で最も 高く 、

次いで「 行き 帰り が安全である こ と 」 が 64. 2％、「 学校から 近いこ と 」 が 56. 6％と なっている 。

（ 表Ⅰ-3-6）  

 

表Ⅰ-3-6 学童ク ラ ブを利用する にあたって望むこ と 〔 複数回答〕 －両親の有無別 

 

 

 

 
総
数

 
自
宅
か
ら
近
い
こ
と

 
行
き
帰
り
が
安
全
で
あ
る
こ
と

 
学
校
か
ら
近
い
こ
と

 
利
用
時
間
が
延
長
さ
れ
る
こ
と

 
建
物
や
設
備
（

遊
び
道
具
な
ど
）

 
が
整
っ

て
い
る
こ
と

 
建
物
の
安
全
管
理
面

(
耐
震
構
造
な
ど

)

 
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と

 
指
導
内
容
が
充
実
す
る
こ
と

 
指
導
員
と
養
育
者
の
交
流
（

保
護
者
会
、

イ
ベ

 
ン
ト
等
へ
の
養
育
者
参
加
等
）

が
あ
る
こ
と

 
小
学
校
高
学
年
の
子
供
を
受
け
入
れ
る
こ
と

 
障
害
児
を
受
け
入
れ
る
こ
と

 
学
校
が
休
み
の
日
に
利
用
で
き
る
こ
と

 
夕
食
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

 
長
期
休
暇
中
（

夏
休
み
等
）

に
昼
食
を

 
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

 
お
や
つ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

 
学
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い
な
い
子
供
と
の

 
交
流
が
で
き
る
こ
と

 
子
供
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
る
こ
と

 
費
用
が
か
か
ら
な
い
こ
と

 
保
護
者
会
や
お
便
り
に
よ
る
定
期
的
な

 
情
報
発
信
が
あ
る
こ
と

 
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
相
談
に
対
す
る

 
対
応
を
し
て
く
れ
る
こ
と

 
病
気
や
怪
我
な
ど
に
適
切
に
処
置
し
て
く
れ
る

 
こ
と

 
子
供
へ
の
多
様
な
遊
び
や
活
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と

 
子
供
一
人
ひ
と
り
の
成
長
や
発
達
の
程
度
に

 
応
じ
た
専
門
的
な
支
援
を
し
て
く
れ
る
こ
と

 
そ
の
他

 
無
回
答

100.0 53.4 68.3 62.0 13.5 28.0 24.3 32.3 2.9 18.2 2.0 23.3 3.5 31.7 4.5 4.3 11.0 11.7 2.0 2.5 18.0 28.2 11.2 2.7 1.4
(489)

100.0 51.8 68.8 62.6 14.2 28.4 23.9 33.3 3.0 18.6 2.1 22.7 2.1 31.2 4.6 4.4 11.0 10.1 2.3 2.5 18.6 28.9 11.2 3.0 1.4
(436)

100.0 66.0 64.2 56.6 7.5 24.5 28.3 24.5 1.9 15.1 1.9 28.3 15.1 35.8 3.8 3.8 11.3 24.5 - 1.9 13.2 22.6 11.3 - 1.9
(53)

総数

両親世帯

ひとり親世帯

両親世帯は「 行き 帰り が安全である こ と 」 の割合が最も 高く 、 ひと り 親世帯は「 自宅

から 近いこ と 」 の割合が最も 高い 
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第２ 部 20 歳未満の子供を養育する ひと り 親世帯 

 

第１ 章 調査対象世帯の概況 

 

本章では、20 歳未満の子供を養育する ひと り 親世帯 448 世帯の概況並びにその子供 770 人の概

況について述べる 。  

 

１  父母の状況－性・ 年齢階級別 

ひと り 親世帯の父母の人数を年齢階級別にみる と 、 父、 母共に「 45～49 歳」 が最も 多く 、 父は

14 人、 母は 102 人と なっている 。 ( 図Ⅱ-1-1)  

 

図Ⅱ-1-1 父母の状況－性・ 年齢階級別 
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19歳以下

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60歳以上

女

91.5％

（410人）

男
8.5％

（38人）

（単位：人）

5.3

10.5

23.7

36.8

21.1

-

2.6

-

-

-

1.5

5.6

20.0

24.9

24.1

16.1

5.6

2.0

0.2

-
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２  世帯の状況 

( １ )  世帯類型（ 母子・ 父子世帯） －過去調査と の比較 

世帯類型（ 母子・ 父子世帯） は、「 母子世帯」 が 91. 5％、「 父子世帯」 が 8. 5％と なっている 。

( 図Ⅱ-1-2)   

 

図Ⅱ-1-2 世帯類型（ 母子・ 父子世帯） －過去調査と の比較 

 

( ２ )  家族類型－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 過去調査と の比較 

 

 

家族類型は、「 親と 子」 の割合が 82. 8％で、 29 年度調査（ 81. 0％） よ り 1. 8 ポイ ント 高く な

っている 。  

世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、「 親と 子」 の割合は、 父子世帯が 81. 6％、 母子世

帯は 82. 9％と なっている 。（ 図Ⅱ-1-3）  

 

図Ⅱ-1-3 家族類型－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 過去調査と の比較 

 

 

91.5 

89.7 

90.6 

8.5 

10.3 

9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

(448世帯）

平成29年度
(543世帯)

平成24年度

(670世帯)

母子世帯 父子世帯

82.8 

81.6 

82.9 

14.7 

15.8 

14.6 

-

-

-

1.8 

2.6 

1.7 

0.7 

-

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度 総数
（448世帯）

父子世帯
（38世帯）

母子世帯
（410世帯）

親と子 祖父母と親と子 祖父母と子 その他 無回答

81.0 

81.0 

15.5 

16.4 

0.2

-

2.9 

2.2 

0.4 

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度 総数

（543世帯）

平成24年度 総数

（670世帯）

家族類型は「 親と 子」 の割合が 8 割超 
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( ３ )  世帯人員－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

世帯人員は、「 2 人」 の割合が 45. 5％で最も 高く 、 次いで「 3 人」 が 32. 4％と なっている 。  

世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、「 2 人」 の割合は、 母子世帯が 47. 1％、 父子世帯

は 28. 9％と なっている 。 ( 図Ⅱ-1-4)  

 

図Ⅱ-1-4 世帯人員－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

  

３  子供の状況 

( １ )  子供の性・ 年齢階級 

子供の総数は 770 人で、 男子 48. 7％、 女子 51. 0％である 。（ 図Ⅱ-1-5）  

 

図Ⅱ-1-5 子供の性・ 年齢階級  
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2人 無回答3人 4人 5人 6人以上

48.7 51.0 

0.3 
(0)

0.3 

0

0.5 

0

2.2 

0

5.6 

0

6.5 

0

11.8 

0

8.6 

0

7.5 

0

5.7 

0

-

0

-

0

0.6 

0

2.5 

0

5.1 

0

6.5 

0

13.5 

0

7.0 6.9 8.7 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数
(770人)

性別不明

1歳
未満

無
回
答

20歳
以上

18～20歳
未満

16～18歳
未満

12～16歳
未満

9～12歳
未満

6～9歳
未満

3～6歳
未満

1歳
未満

無
回
答

20歳
以上18～20歳

未満
16～18歳
未満

12～16歳
未満

9～12歳
未満

6～9歳
未満

3～6歳
未満

1～3歳

未満

1～3歳
未満

女子男子

世帯人員は「 2 人」 の割合が最も 高く 、 4 割超 
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( ２ )  子供の人数－過去調査と の比較 

 

 

子供の人数は、「 1 人」 の割合が 50. 7％で最も 高く 、 次いで「 2 人」 が 33. 3％と なっている 。

（ 図Ⅱ-1-6）  

 

図Ⅱ-1-6 子供の人数－過去調査と の比較  

 

 

４  介護・ 世話・ 見守り の有無－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

子供以外の親族で、疾病・ 障害・ 認知症などの理由によ り 介護・ 世話・ 見守り が必要な人が「 い

る 」 と 回答し た世帯の割合は 17. 2％と なっており 、 平成 29 年度調査（ 9. 6％） よ り 7. 6 ポイ ント

増加し ている 。 世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、「 いる 」 の割合は、 父子世帯が 21. 1％、

母子世帯は 16. 8％と なっている 。（ 図Ⅱ-1-7）  

 

図Ⅱ-1-7 介護・ 世話・ 見守り の有無－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

50.7

52.7 

49.6 

33.3

35.9 
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子供の人数は「 1 人」 の割合が最も 高く 約 5 割 

介護・ 世話・ 見守り が必要な人が「 いる 」 の割合は 1 割超 
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５  住居の状況 

( １ )  住居の種類 

 

 

住居の種類を「 持家」 か「 借家・ 賃貸住宅等」 で分ける と 、「 持家」 の割合が 45. 3％、「 借家・

賃貸住宅等」 は 52. 7％と なっている 。  

住居の種類は「 民間賃貸住宅（ 共同住宅）」 の割合が 35. 0％で最も 高く 、 次いで「 持家（ 一

戸建て）」 が 29. 2％と なっている 。（ 図Ⅱ-1-8）  

  

図Ⅱ-1-8 住居の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

持家45.3

借家・

賃貸

住宅等
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（一戸建て）

29.2

持家

（分譲マン

ション等）

16.1

民間賃貸住宅

（一戸建て）

4.0 

民間賃貸住宅

（共同住宅）

35.0 

都・区市町村の

公営賃貸住宅

7.6 

都市再生機構・公社などの

公的賃貸住宅

3.1 

間借り1.3
社宅などの

給与住宅

1.6

その他

0.4 

無回答

1.6 

100%
（448世帯)

「 借家・ 賃貸住宅等」 の割合は 5 割超 
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( ２ )  住居の種類－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

住居の種類を世帯類型（ 母子・ 父子世帯）別にみる と 、母子世帯では、「 持家」の割合が 42. 4％、

「 借家・ 賃貸住宅等」 は 55. 4％、 父子世帯では、「 持家」 の割合が 76. 3％、「 借家・ 賃貸住宅

等」 は 23. 7％と なっている 。  

住居の種類を詳細にみる と 、 母子世帯では「 民間賃貸住宅（ 共同住宅）」 の割合が 37. 3％、

次いで「 持家（ 一戸建て）」 が 27. 1％、 持家（ 分譲マンショ ン等）」 が 15. 4％と なっている 。

父子世帯では「 持家（ 一戸建て）」 の割合が 52. 6％、 次いで「 持家（ 分譲マンショ ン等）」 が

23. 7％、「 民間賃貸住宅（ 共同住宅）」 が 10. 5％と なっている 。（ 表Ⅱ-1-1）  

 

表Ⅱ-1-1 住居の種類－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
持
家
（

一
戸
建
て
）

 
持
家
（

分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
等
）

 
民
間
賃
貸
住
宅
（

一
戸
建
て
）

 
民
間
賃
貸
住
宅
（

共
同
住
宅
）

 
都
・
区
市
町
村
の
公
営
賃
貸

 
住
宅

 
都
市
再
生
機
構
・
公
社
な
ど
の

 
公
的
賃
貸
住
宅

 
社
宅
な
ど
の
給
与
住
宅

 
間
借
り

100.0 45.3 29.2 16.1 52.7 4.0 35.0 7.6 3.1 1.6 1.3 0.4 1.6

(448)

100.0 42.4 27.1 15.4 55.4 4.1 37.3 8.0 3.2 1.5 1.2 0.5 1.7

(410)

100.0 76.3 52.6 23.7 23.7 2.6 10.5 2.6 2.6 2.6 2.6 - -

(38)

 総数

 母子世帯

 父子世帯

 
総
数

 
持
家

 
借
家
・
賃
貸
住
宅
等

 
そ
の
他

 
無
回
答

「 持家」 の割合は、 母子世帯では約 4 割、 父子世帯では 7 割超 
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( ３ )  子供部屋の有無－世帯類型（ 子供の就学状況） 別 

 

 

子供部屋の有無は、「 個室あり 」 の割合が 48. 7％、「 なし 」 は 29. 9％と なっている 。  

子供部屋の有無を世帯類型（ 子供の就学状況） 別にみる と 、「 個室あり 」 の割合は、 小学生

以下の子供がいない世帯が 59. 5％、 小学生以下の子供がいる 世帯は 34. 4％で、 小学生以下の

子供がいない世帯の方が 25. 1 ポイ ント 高く なっている 。（ 表Ⅱ-1-2）  

 

表Ⅱ-1-2 子供部屋の有無－世帯類型（ 子供の就学状況） 別 

 

 

  

 
総
数

 
個
室
あ
り

 
他
の
兄
弟
姉
妹
と

 
共
用

 
一
部
の
子
供
に

 
個
室
あ
り

 
な
し

 
無
回
答

100.0 48.7 7.6 12.3 29.9 1.6

(448)

100.0 34.4 9.4 13.0 42.2 1.0

(192)

100.0 29.0 3.2 - 67.7 -

(31)

100.0 10.0 25.0 15.0 50.0 -

(20)

- - - - - -

(0)

100.0 100.0 - - - -

(1)

- - - - - -

(0)

100.0 - - 100.0 - -

(1)

- - - - - -

(0)

100.0 100.0 - - - -

(1)

100.0 40.9 4.3 5.4 47.3 2.2

(93)

100.0 35.3 23.5 17.6 23.5 -

(17)

100.0 12.5 12.5 62.5 12.5 -

(8)

100.0 40.0 15.0 40.0 5.0 -

(20)

100.0 59.5 6.0 11.9 21.0 1.6

(252)

就学前と小学生と中学生と高校生以上
の子供がいる世帯

就学前と中学生の子供がいる世帯

就学前と中学生と高校生以上の子供が
いる世帯

就学前と高校生以上の子供がいる世帯

 総数

 小学生以下の子供がいる世帯

就学前の子供のみがいる世帯

就学前と小学生の子供がいる世帯

就学前と小学生と中学生がいる世帯

就学前と小学生と高校生がいる世帯

 小学生以下の子供がいない世帯

小学生の子供のみがいる世帯

小学生と中学生の子供がいる世帯

小学生と中学生と高校生以上の子供が
いる世帯

小学生と高校生以上の子供がいる世帯

子供部屋が「 なし 」 の割合は約 3 割 
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６  父母の就労状況 

( １ )  就業状況 

 

 

「 就業」 の割合は、 父が 94. 7％、 母は 92. 7％と なっている 。（ 図Ⅱ-1-9）  

（ 注）「 就業」 し ている 人と は、 就労の状況を 問う 設問で「 主に仕事」「 家事など のかたわら に仕事」「 通学のかたわ

ら に仕事」「 育児休業中である 」「 病気等で休んでいる 」「 介護休業中である 」 と 回答し た人である 。  

 

図Ⅱ-1-9 就業状況 
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「 就業」 の割合は、 父母と も 9 割超 
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( ２ )  従業上の地位－29 年度調査と の比較 

 

 

就業し ている 父母（ 416 人） の従業上の地位は、 父母と も に「 正規の職員・ 従業員」 の割合

が最も 高く 、 父が 75. 0％、 母は 43. 2％と なっている 。  

母の「 パート ・ アルバイ ト 」 の割合は 32. 1％で、 29 年度調査（ 32. 0％） と ほぼ同値と なっ

ている 。 一方、「 正規の職員・ 従業員」 の割合は 43. 2％で、 29 年度調査（ 42. 5％） から 0. 7 ポ

イ ント 増加し ている 。（ 図Ⅱ-1-10）  

（ 注）「 就業」 し ている 人と は、 就労の状況を 問う 設問で「 主に仕事」「 家事など のかたわら に仕事」「 通学のかたわ

ら に仕事」「 育児休業中である 」「 病気等で休んでいる 」「 介護休業中である 」 と 回答し た人である 。  

 

図Ⅱ-1-10 従業上の地位－29 年度調査と の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.3 

5.9 

75.0 

78.4 

8.3 

2.0 

2.8 

3.9

-

-

5.6 

3.9 

-

2.0

-

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

（36人）

平成29年度

（51人）

父 正規の職員・

従業員

自営業 会社・団体
等の役員

パート・
アルバイト

無回答労働者派遣
事業所の
派遣社員

契約社員
・嘱託

父 その他

6.3 

6.6 

43.2 

42.5 

1.8 

1.8 

32.1 

32.0 

4.5 

4.3 

5.3 

8.7 

1.3 

0.7 

5.5 

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

（380人）

平成29年度

（438人）

母

正規の職員・

従業員

自営業 会社・団体
等の役員

パート・
アルバイト

労働者派遣
事業所の派
遣社員

契約社員
・嘱託

その他 無回答

母の「 正規の職員・ 従業員」 の割合は 4 割超 
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( ３ )  通勤時間 

働いている 父母（ 409 人） の通勤時間は、 父母と も に「 31 分～60 分」 の割合が最も 高く なっ

ており 、 父が 37. 1％、 母は 32. 4％と なっている 。  

「 15 分以内」、「 16 分～30 分」 を合わせた「 30 分以内」 の割合は、 父が 20. 0％、 母は 50. 0％

と なっている 。（ 図Ⅱ-1-11）  

（ 注）「 働いている 」 人と は、 就労の状況を 問う 設問で「 主に仕事」「 家事など のかたわら に仕事」「 通学のかたわら

に仕事」 と 回答し た人である 。  

 

図Ⅱ-1-11 通勤時間  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9 

23.5 

17.1 

26.5 

37.1 

32.4 

25.7 

7.0 

-

1.9 

2.9 

0.5 

5.7 

6.1 

8.6 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父

(35人）

母

（374人)

無回答31分～60分 61分～90分 91分～120分 121分以上15分以内 16分～30分 自宅就労

50.0

20.0
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( ４ )  帰宅時間 

働いている 父母（ 409 人） の帰宅時間は、父は、「 午後 7 時～午後 7 時 59 分」 の割合が 28. 6％

で最も 高く 、 次いで「 午後 6 時～午後 6 時 59 分」 が 22. 9％と なっている 。  

母は、「 午後 6 時～午後 6 時 59 分」 の割合が 29. 1％で最も 高く 、 次いで「 午後 5 時～午後 5

時 59 分」 が 19. 5％と なっている 。（ 図Ⅱ-1-12）  

（ 注）「 働いている 」 人と は、 就労の状況を 問う 設問で「 主に仕事」「 家事など のかたわら に仕事」「 通学のかたわら

に仕事」 と 回答し た人である 。  

 

図Ⅱ-1-12 帰宅時間 

 

 

７  父母の学歴 

父母の学歴は、 卒業では、 父母と も に「 大学」 の割合が最も 高く 、 父は 36. 1％、 母は 26. 4％

と なっている 。（ 表Ⅱ-1-3）  

 

表Ⅱ-1-3 父母の学歴 

 

5.7 

10.7 

-

19.5 

22.9 

29.1 

28.6 

17.9 

17.1 

9.1 

8.6 

2.1 

5.7 

1.3 

-

1.1 

-

0.8 

5.7 

6.1 

5.7 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

父

（35人)

母

（374人)

午前6時～
午前11時59分

午後10時～
午後11時59分

無回答午後6時～
午後6時59分

午後7時～
午後7時59分

午後8時～
午後8時59分

午後9時～
午後9時59分

正午～
午後4時59分

午後5時～

午後5時59分

午前0時～
午前5時59分

自宅就労

 
総
数

 
中
学
校

 
高
等
学
校

 
専
門
学
校

 
短
期
大
学
・

 
高
等
専
門
学
校

 
大
学

 
大
学
院

 
そ
の
他

 
無
回
答

100.0
(38)

100.0 - 27.8 8.3 5.6 36.1 5.6 2.8 13.9
(36)

100.0 - 100 - - - - - -
(1)

100.0
(410)

100.0 6.1 25.3 16.0 15.5 26.4 2.9 - 7.7
(375)

100.0 - 11.1 22.2 - 11.1 11.1 33.3 11.1
(9)

 父

 卒業

 在学中

 母

 卒業

 在学中
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８  世帯収入の状況  

( １ )  世帯の年間収入－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 

 

 

年間収入は、「 100～200 万円未満」の割合が 18. 8％で最も 高く 、次いで「 200～300 万円未満」

が 17. 4％と なっている 。「 収入なし 」、「 100 万円未満」、「 100～200 万円未満」 を合わせた「 200

万円未満」 の割合は 28. 1％と なっている 。  

年間収入を世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、 母子世帯では「 100～200 万円未満」 の

割合が 20. 5％で最も 高く 、 次いで「 200～300 万円未満」 が 18. 3％、「 300～400 万円未満」 が

16. 6％と なっている 。  

父子世帯では、「 600～800 万円未満」 の割合が 21. 1％で最も 高く 、 次いで「 300～400 万円未

満」 が 18. 4％、「 800～1, 000 万円未満」 が 13. 2％と なっている 。（ 図Ⅱ-1-13）  

 

図Ⅱ-1-13 世帯の年間収入－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

（448世帯）

平成29年度

（543世帯）

収入
なし

1,500万円
以上

600～
800万円
未満

総数

1,200～
1,500万円

未満

1,000～
1,200万円

未満

800～
1,000万円
未満

500～
600万円
未満

200万円未満

28.1 

100
万円
未満

100～
200万円
未満

200～
300万円
未満

300～
400万円
未満

400～
500万円
未満

無
回
答

3.2 

4.7 

6.8 

7.0 

20.5 

24.2 

18.3 

23.4 

16.6 

14.2 

8.3 

9.9 

7.3 

6.0 

7.8 

4.5 

3.7 

1.8 

2.2 

0.2 

1.0 

0.6 

0.7 

0.4 

3.7 

3.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

（410世帯）

平成29年度

（487世帯）

母子世帯

収入
なし 無

回
答

1,500万円
以上

400～
500万円

未満

100
万円
未満

200～
300万円
未満

100～
200万円
未満

300～
400万円
未満

600～
800万円
未満

1,200～
1,500万円

未満

1,000～
1,200万円
未満

800～
1,000万円
未満

500～
600万円
未満

-

3.6 

2.6 

3.6

-

7.1 

7.9 

14.3 

18.4 

8.9 

7.9 

8.9 

10.5 

10.7 

21.1 

23.2 

13.2 

3.6 

5.3 

3.6 

10.5 

5.4 

2.6 

3.6 

-

3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度

（38世帯）

平成29年度

（56世帯）

父子世帯
収入
なし 無

回
答

1,500万円
以上

400～
500万円
未満

100
万円
未満

200～
300万円
未満

100～
200万円
未満

300～
400万円
未満

600～
800万円
未満

1,200～
1,500万円

未満

1,000～
1,200万円
未満

800～
1,000万円
未満

500～
600万円

未満

年収「 200 万円未満」 の世帯が約 3 割 
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( ２ )  世帯の年間収入－父母の従業上の地位別 

 

 

 

年間収入を父母の従業上の地位別にみる と 、 父は正規の職員・ 従業員では「 600～800 万円未

満」 の割合が 25. 9％で最も 高く なっている 。  

母は、 正規の職員・ 従業員では「 300～400 万円未満」 の割合が 25. 0％で最も 高く 、 パート ・

アルバイ ト では「 100～200 万円未満」 の割合が 43. 4％で最も 高く なっている 。（ 表Ⅱ-1-4）  

 

表Ⅱ-1-4 世帯の年間収入－父母の従業上の地位別 
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～
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～
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0
0
万
円
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満

 
1
,

5
0
0
万
円
以
上

 
無
回

答

100.0 - 2.6 - 7.9 18.4 7.9 10.5 21.1 13.2 5.3 10.5 2.6 -

(38)

100.0 - - - 8.3 19.4 8.3 11.1 19.4 13.9 5.6 11.1 2.8

(36)

100.0 - - - 33.3 - - 66.7 - - - - - -

(3)

100.0 - - - - 18.5 11.1 7.4 25.9 14.8 7.4 11.1 3.7 -

(27)

100.0 - - - 33.3 33.3 - - - - - 33.3 - -

(3)

100.0 - - - 100.0 - - - - - - - - -

(1)

- - - - - - - - - - - - - -

（-）

100.0 - - - - 100.0 - - - - - - - -

(1)

100.0 - 50.0 - - - - - 50.0 - - - - -

(2)

父

 会社・団体等の役員

 パート・アルバイト

 労働者派遣事業所の派遣社員

 契約社員・嘱託

 非就業

 総数

 就業
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 正規の職員・従業員
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～
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0
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～
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0

0
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0
万
円
未
満

 
1
,

2
0

0
～
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0

0
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1
,

5
0

0
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円
以
上

 
無
回

答

100.0 3.2 6.8 20.5 18.3 16.6 8.3 7.3 7.8 3.7 2.2 1.0 0.7 3.7

(410)

100.0 1.3 6.1 21.1 18.4 17.1 8.9 7.9 8.4 3.9 2.4 0.8 0.5 3.2

(380)

100.0 - 16.7 16.7 25.0 4.2 - 4.2 4.2 - 12.5 - 4.2 12.5

(24)

100.0 1.8 0.0 7.9 10.4 25.0 12.8 14.0 14.6 5.5 3.0 1.8 0.6 2.4

(164)

100.0 - - - - 28.6 14.3 42.9 - - - - - 14.3

(7)

100.0 0.8 15.6 43.4 22.1 6.6 6.6 0.0 1.6 0.8 0.8 0.0 0.0 1.6

(122)

100.0 - - 5.9 47.1 23.5 5.9 - - 17.6 - - - -

(17)

100.0 - - 15.0 30.0 20.0 15.0 - 5.0 10.0 - - - 5.0

(20)

100.0 30.8 15.4 15.4 19.2 7.7 - - - - - 3.8 3.8 3.8

(26)

母

 会社・団体等の役員

 パート・アルバイト

 労働者派遣事業所の派遣社員

 契約社員・嘱託

 非就業

 総数

 就業

 自営業

 正規の職員・従業員

正規の職員・ 従業員では、 父は「 600～800 万円未満」 が、 母は「 300～400 万円未満」 が

最も 高い 
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( ３ )  主な世帯収入の種類－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

主な世帯収入の種類は、「 賃金・ 給料」 の割合が 77. 5％で最も 高く 、 次いで「 生活保護」 が

4. 0％と なっている 。  

主な世帯収入の種類を世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、母子世帯では「 賃金・ 給料」

の割合が 75. 9％で最も 高く 、 次いで「 生活保護」 が 4. 4％と なっている 。 父子世帯では、「 賃

金・ 給料」 の割合が 94. 7％で最も 高く 、 次いで「 事業所得」 と 「 その他の収入」 が 2. 6％と な

っている 。（ 表Ⅱ-1-5）  

 

表Ⅱ-1-5 主な世帯収入の種類－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 
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・
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・
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年
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恩
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活
保
護

 
そ
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他
の
社
会
保
障
給
付
金

 
雇
用
保
険

 
そ
の
他
の
収
入

 
無
回
答

100.0 77.5 3.8 0.9 1.1 2.7 2.9 4.0 1.3 0.7 1.1 4.0

(448)

100.0 75.9 3.9 1.0 1.2 2.9 3.2 4.4 1.5 0.7 1.0 4.4

(410)

100.0 94.7 2.6 - - - - - - - 2.6 -

(38)

 母子世帯

 父子世帯

 総数

「 賃金・ 給料」 が 7 割超 
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第２ 章 ひと り 親世帯になっ た当時、 現在の状況 

 

１  ひと り 親世帯になってから の年数－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 

 

 

ひと り 親になってから の年数を聞いたと こ ろ、「 9～15 年未満」 の割合が 27. 9％で最も 高く 、

次いで「 3～6 年未満」 が 19. 9％と なっている 。  

母子世帯では、「 9～15 年未満」 の割合が 29. 8％で最も 高く 、 父子世帯では「 3～6 年未満」 の

割合が 36. 8％で最も 高く なっている 。（ 図Ⅱ-2-1）  

 

図Ⅱ-2-1 ひと り 親世帯になってから の年数  

－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 
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14.9 
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18.3 
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令和4年度 総数

(448世帯)

母子世帯

（410世帯）

父子世帯

（38世帯）

1年未満 1～3年未満 3～6年未満 6～9年未満 9～15年未満 15年以上 無回答

2.9 

16.6 23.0 18.8 24.9 6.3 7.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度 総数
(543世帯)

「 9～15 年未満」 の割合が最も 高く 、 2 割超 
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２  ひと り 親世帯になったと き の親の年齢－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 

 

 

ひと り 親になった当時の父母の年齢を聞いたと こ ろ、「 30～39 歳未満」 の割合が 42. 4％で最も

高く 、 次いで「 40～49 歳未満」 が 31. 9％と なっている 。  

ひと り 親になった当時の父母の年齢を世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、 母子世帯では、

「 30～39 歳未満」の割合が 45. 6％で最も 高く 、父子世帯では「 40 歳～49 歳未満」の割合が 65. 8％

で最も 高く なっている 。（ 図Ⅱ-2-2）  

 

図Ⅱ-2-2 ひと り 親世帯になったと き の親の年齢 

－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 
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（38世帯）

20歳未満 20～29歳未満 30～39歳未満 40～49歳未満 50歳以上 無回答

0.6 

14.9 49.4 24.1 

3.5 

7.6 
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平成29年度 総数
(543世帯)

母子世帯は「 30～39 歳未満」 が 4 割超、 父子世帯は「 40～49 歳未満」 が 6 割超 
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３  ひと り 親世帯になったと き の 1 番下の子供の年齢－過去調査と の比較 

 

 

ひと り 親になった当時の 1 番下の子供の年齢を聞いたと こ ろ、「 3～6 歳未満」 の割合が 20. 5％

で最も 高く 、 次いで、「 1 歳未満」 が 19. 4％と なっている 。（ 図Ⅱ-2-3）  

 

図Ⅱ-2-3 ひと り 親世帯になったと き の 1 番下の子供の年齢－過去調査と の比較 

 

 

４  ひと り 親世帯になった理由－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 

 

 

ひと り 親になった理由について聞いたと こ ろ、「 離婚」の割合が 70. 3％で最も 高く なっている 。  

ま た、 ひと り 親になった理由を世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、 母子世帯・ 父子世帯

と も に、「 離婚」 の割合が最も 高く 、 母子世帯が 70. 7％、 父子世帯は 65. 8％と なっている 。  

「 死別」 の割合は、 父子世帯が 28. 9％、 母子世帯は 9. 8％で、 父子世帯の方が 19. 1 ポイ ント

高く なっている 。（ 図Ⅱ-2-4）  

 

図Ⅱ-2-4 ひと り 親世帯になった理由－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別、 29 年度調査と の比較 
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令和4年度

(448世帯)

平成29年度
(543世帯)

平成24年度
(670世帯)

1歳
未満

1～3歳
未満

3～6歳
未満

6～9歳
未満

16歳 無回答9～12歳
未満

12～16歳
未満

11.4 

9.8 

28.9 

70.3 

70.7 

65.8 

10.7 

11.5 

2.6 

4.9 

5.1 

2.6 

2.7 

2.9 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和4年度総数

（448世帯）

母子世帯

（410世帯）

父子世帯

（38世帯）

死別 離婚 未婚・非婚 その他 無回答

9.4 73.5 8.8 

2.6 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成29年度総数

（543世帯）

「 3～6 歳未満」 の割合が約 2 割 

「 離婚」 の割合が約 7 割、 父子世帯では「 死別」 が約 3 割 
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５  ひと り 親世帯になった当時困ったこ と 、 現在困っている こ と  

( １ )  ひと り 親世帯になった当時困ったこ と 、 現在困っている こ と 〔 複数回答〕  

 

 

暮ら し 向き のこ と や子育てに関し て、 今ま でに困っ たこ と があったか聞いたと こ ろ、「 あっ

た」 の割合は 79. 7％と なっている 。  

「 あった」 と 回答し た世帯（ 357 世帯） にその内容を聞いたと こ ろ、 ひと り 親になった当時

は、「 家計について」 の割合が 70. 0％で最も 高く 、 次いで「 仕事について」 が 49. 9％と なって

いる 。  

ひと り 親になって、 現在困っている こ と は、「 家計について」 の割合が 55. 7％で最も 高く 、

次いで「 子供の教育・ 進路・ 就職について」 が 43. 1％と なっている 。（ 図Ⅱ-2-5）  

 

図Ⅱ-2-5 ひと り 親世帯になった当時困ったこ と 、 現在困っている こ と 〔 複数回答〕  
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介
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無
回
答

そ
の
他

特
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な
い

当時困ったこと（357世帯）

現在困っていること（357世帯）

あった

79.7 

なかった

17.6 

無回答

2.7 

100%

（448世帯)

ひと り 親になった当時、 現在と も に「 家計について」 の割合が最も 高い 
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( ２ )  ひと り 親世帯になった当時困ったこ と 〔 複数回答〕 －ひと り 親になったと き の親の年齢別 

 

 

暮ら し 向き のこ と や子育てに関し て、ひと り 親になった当時困ったこ と があったと 回答し た

世帯（ 338 世帯） をひと り 親になったと き の親の年齢別にみる と 、 全ての階級において「 家計

について」 の割合が最も 高く なっている （ 65. 8％～84. 2％）。（ 表Ⅱ-2-1）  

 

表Ⅱ-2-1 ひと り 親世帯になった当時困ったこ と 〔 複数回答〕  

－ひと り 親になったと き の親の年齢別 

 

 

   

 （ 注） 今ま でに困っ たこ と が「 あった」 と 答えた 357 世帯のう ち、「 ひと り 親になった当時困ったこ と 」 に

ついて「 特にない」 と 答えた 5 世帯と 無回答の 14 世帯を除く 338 世帯について集計し た。  

 

 

 

 

 
総
数

 
家
計
に
つ
い
て

 
仕
事
に
つ
い
て

 
住
居
に
つ
い
て

 
家
事
に
つ
い
て

 
健
康
に
つ
い
て

 
親
族
の
健
康
・
介
護
に

 
つ
い
て

 
子
供
の
世
話
に
つ
い
て

 
子
供
の
教
育
・
進
路
・

 
就
職
に
つ
い
て

 
社
会
的
偏
見
（

世
間
体
）

 
に
つ
い
て

 
そ
の
他

100.0 74.0 52.7 29.3 16.3 15.1 5.0 32.5 25.1 8.9 3.8

(338)

100.0 79.3 70.7 32.8 10.3 12.1 - 34.5 25.9 10.3 1.7

(58)

100.0 76.6 49.0 31.7 11.7 12.4 4.1 30.3 24.1 9.7 4.8

(145)

100.0 65.8 48.6 25.2 23.4 18.9 9.9 35.1 25.2 7.2 3.6

(111)

100.0 84.2 57.9 26.3 26.3 10.5 - 31.6 31.6 - -

(19)
 50歳以上

 30歳未満

 30～39歳

 総数

 40～49歳

全ての年齢階級において、「 家計について」 の割合が最も 高い 
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( ３ )  ひと り 親世帯になって現在困っている こ と 〔 複数回答〕 －年齢階級別 

 

 

暮ら し 向き のこ と や子育てに関し て、ひと り 親になって現在困っている と 回答し たひと り 親

世帯（ 307 世帯） を年齢階級別にみる と 、 全ての階級において、「 家計について」 の割合が最も

高く なっている （ 59. 5％～71. 4％）。（ 表Ⅱ-2-2）  

 

表Ⅱ-2-2 ひと り 親世帯になって現在困っている こ と 〔 複数回答〕 －年齢階級別 

 

 

 

  （ 注） 今ま でに困っ たこ と が「 あった」 と 答えた 357 世帯のう ち、「 ひと り 親になって現在困っている

こ と 」 について「 特にない」 と 答えた 22 世帯と 無回答の 28 世帯を除く 307 世帯について集計し た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総
数

 
家
計
に
つ
い
て

 
仕
事
に
つ
い
て

 
住
居
に
つ
い
て

 
家
事
に
つ
い
て

 
健
康
に
つ
い
て

 
親
族
の
健
康
・
介
護
に

 
つ
い
て

 
子
供
の
世
話
に
つ
い
て

 
子
供
の
教
育
・
進
路
・

 
就
職
に
つ
い
て

 
社
会
的
偏
見
（

世
間
体
）

 
に
つ
い
て

 
そ
の
他

100.0 64.8 28.7 20.2 10.7 19.9 11.4 25.4 50.2 5.9 4.6

(307)

100.0 66.7 50.0 33.3 - 16.7 - 50.0 33.3 - -

(6)

100.0 67.7 29.0 27.4 11.3 12.9 6.5 27.4 51.6 11.3 4.8

(62)

100.0 59.5 31.8 18.2 11.5 25.0 11.5 27.0 47.3 4.7 6.1

(148)

100.0 71.4 22.0 17.6 9.9 16.5 15.4 19.8 53.8 4.4 2.2

(91)

 総数

 30歳未満

 30～39歳

 40～49歳

 50歳以上

全ての年齢階級において、「 家計について」 の割合が最も 高い 
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( ４ )  ひと り 親世帯になって現在困っている こ と 〔 複数回答〕 －世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

 

暮ら し 向き のこ と や子育てに関し て、ひと り 親になって現在困っている と 回答し た世帯（ 307

世帯） を 、 世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、 母子世帯では、「 家計について」 の割合

が 66. 0％で最も 高く 、 次いで「 子供の教育・ 進路・ 就職について」 が 49. 3％と なっている 。  

父子世帯では、「 子供の教育・ 進路・ 就職について」 の割合が 63. 2％で最も 高く 、 次いで「 家

事について」 が 52. 6％と なっている 。（ 表Ⅱ-2-3）  

 

表Ⅱ-2-3 ひと り 親世帯になって現在困っている こ と 〔 複数回答〕  

－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
総
数

 
家
計
に
つ
い
て

 
仕
事
に
つ
い
て

 
住
居
に
つ
い
て

 
家
事
に
つ
い
て

 
健
康
に
つ
い
て

 
親
族
の
健
康
・
介
護
に

 
つ
い
て

 
子
供
の
世
話
に
つ
い
て

 
子
供
の
教
育
・
進
路
・

 
就
職
に
つ
い
て

 
社
会
的
偏
見
（

世
間
体
）

 
に
つ
い
て

 
そ
の
他

100.0 64.8 28.7 20.2 10.7 19.9 11.4 25.4 50.2 5.9 4.6

(307)

100.0 66.0 29.5 21.2 8.0 20.5 11.5 24.7 49.3 5.6 4.9

(288)

100.0 47.4 15.8 5.3 52.6 10.5 10.5 36.8 63.2 10.5 -

(19)
 父子世帯

 総数

 母子世帯

母子世帯では「 家計について」 の割合が、 父子世帯では「 子供の教育・ 進路・ 就職につ

いて」 の割合が最も 高い 
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６  ひと り 親世帯になった当時暮ら し のためにし たこ と  

( １ )  ひと り 親世帯になった当時暮ら し のためにし たこ と 〔 複数回答〕 －29 年度調査と の比較 

 

 

ひと り 親になった当時暮ら し を立てる 上でし たこ と について聞いたと こ ろ、「 仕事を続けた」

の割合が 57. 1％で最も 高く 、 次いで「 預貯金を取り 崩し た」 が 40. 6％、「 実家・ 親戚等を頼っ

た」 が 33. 7％と なっている 。  

「 仕事を続けた」 の割合は、 29 年度調査（ 54. 5％） から 2. 6 ポイ ント 増加し ている 。（ 図Ⅱ

-2-6）  

 

図Ⅱ-2-6 ひと り 親世帯になった当時暮ら し のためにし たこ と 〔 複数回答〕  

－29 年度調査と の比較 
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、
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無
回
答

令和4年度（448世帯）

平成29年度（543世帯）

「 仕事を続けた」 の割合が 5 割超 
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 ( ２ )  ひと り 親世帯になった当時暮ら し のためにし たこ と 〔 複数回答〕  

－ひと り 親世帯になったと き の 1 番下の子供の年齢別 

 

 

ひと り 親になった当時暮ら し を立てる 上でし たこ と を、 ひと り 親になったと き の 1 番下の子

供の年齢別にみる と 、 1 歳未満は「 預貯金を取り 崩し た」 の割合が 55. 2％で最も 高く 、 その他

の年齢階級では「 仕事を続けた」 の割合が最も 高く なっている（ 50. 7％～72. 3％）。（ 表Ⅱ-2-4）  

 

表Ⅱ-2-4 ひと り 親世帯になった当時暮ら し のためにし たこ と 〔 複数回答〕  

－ひと り 親世帯になったと き の 1番下の子供の年齢別 

 

 

 

 

 
総
数

 
仕
事
を
続
け
た

 
配
偶
者
の
仕
事
を
継
い
だ

 
自
分
が
仕
事
を
始
め
た

 
子
供
が
学
校
を
退
学
し
た
、

 
又
は
仕
事
を
始
め
た

 
預
貯
金
を
取
り
崩
し
た

 
配
偶
者
の
勤
め
先
か
ら
の

 
退
職
金
を
使
っ

た

 
転
職
し
た

 
慰
謝
料
や
養
育
費
を
使
っ

た

 
保
険
金
や
補
償
金
を
使
っ

た

 
実
家
・
親
戚
等
を
頼
っ

た

 
母
子
及
び
父
子
福
祉
資
金
の

 
貸
付
け
を
受
け
た

 
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
け
を

 
受
け
た

 
借
金
（

消
費
者
金
融
、

 
カ
ー

ド
ロ
ー

ン
等
）

を
し
た

 
生
活
保
護
を
受
け
た

 
そ
の
他

 
無
回
答

100.0 57.1 0.7 24.3 - 40.6 2.0 12.5 14.1 5.6 33.7 2.9 1.6 6.7 4.0 3.3 2.7

(448)

100.0 46.0 - 32.2 - 55.2 - 9.2 9.2 1.1 47.1 4.6 2.3 14.9 9.2 1.1 -

(87)

100.0 50.7 1.4 34.2 - 37.0 1.4 11.0 13.7 2.7 31.5 2.7 - 5.5 5.5 4.1 -

(73)

100.0 59.8 1.1 20.7 - 40.2 2.2 10.9 15.2 5.4 30.4 4.3 3.3 4.3 1.1 3.3 1.1

(92)

100.0 67.9 - 20.2 - 35.7 3.6 13.1 19.0 11.9 29.8 2.4 - 4.8 3.6 3.6 1.2

(84)

100.0 60.4 2.1 20.8 - 43.8 6.3 22.9 18.8 10.4 37.5 2.1 - 4.2 4.2 2.1 -

(48)

100.0 72.3 - 17.0 - 36.2 - 17.0 10.6 - 25.5 - - 4.3 - 8.5 -

(47)
 12歳以上

 総数

 1歳未満

 1～3歳未満

 3～6歳未満

 6～9歳未満

 9～12歳未満

1 歳未満では、「 実家・ 親族などを頼った」 が最も 高い 
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第３ 章 養育費・ 面会交流について 

 

１  養育費取決めの有無及び養育費の取決めは文書によ る か 

( １ )  養育費取決めの有無及び養育費の取決めは文書によ る か- 29 年度調査と の比較 

 

 

 

ひと り 親になった理由が「 離婚」 と 「 非婚・ 未婚」 である 世帯（ 363 世帯） に、 離別し た相

手と 養育費の取決めをし ている か聞いたと こ ろ、「 養育費の取決めをし ている 」の割合が 33. 9％

と なっている 。 さ ら に養育費の取決めをし ている 世帯（ 123 世帯） に、 文書によ る 取決めか聞

いたと こ ろ、「 文書によ る 」 の割合が 82. 9％と なっている 。（ 図Ⅱ-3-1）  

 

図Ⅱ-3-1 養育費取決めの有無及び養育費の取決めは文書によ る か－29 年度調査と の比較 
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無回答

1.6

100％
（183世帯）

平成29年度

「 養育費の取り 決めをし ている 」 世帯は 3 割超、 そのう ち、「 文書によ る 」 取り 決めは

8 割超 
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( ２ )  養育費取決めの有無－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

養育費取決めの有無を世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、「 養育費の取決めをし てい

る 」 の割合は、 母子世帯が 35. 0％、 父子世帯は 19. 2％で、 母子世帯の方が 15. 8 ポイ ント 高く

なっている 。（ 図Ⅱ-3-2）  

 

図Ⅱ-3-2 養育費取決めの有無－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.9 

35.0 

19.2 

33.3 

31.8 

53.8 

32.8 

33.2 

26.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（363世帯）

母子世帯

（337世帯）

父子世帯

（26世帯）

無回答養育費の取決めを
している

養育費の取決めを
していない

「 養育費の取決めをし ている 」 割合は、 母子世帯が 3 割超、 父子世帯が約 2 割 
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( ３ )  養育費取決めの有無－ひと り 親になってから の年数別 

 

 

養育費取決めの有無を、 ひと り 親になってから の年数別にみる と 、「 養育費の取決めを し て

いる 」 の割合は、 ひと り 親になってから 1 年未満は 38. 5％、 15 年以上は 11. 1％で、 1 年未満

の方が 27. 4 ポイ ント 高く なっている 。（ 表Ⅱ-3-1）  

 

表Ⅱ-3-1 養育費取決めの有無－ひと り 親になってから の年数別 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総
数

 
養
育
費
の
取
決
め
を

 
し
て
い
る

 
養
育
費
の
取
決
め
を

 
し
て
い
な
い

 
無
回
答

100.0 33.9 33.3 32.8

(363)

100.0 38.5 30.8 30.8

(13)

100.0 41.8 21.8 36.4

(55)

100.0 36.5 27.0 36.5

(74)

100.0 32.8 38.8 28.4

(67)

100.0 37.7 32.1 30.2

(106)

100.0 11.1 53.3 35.6

(45)
 15年以上

 6～9年未満

 3～6年未満

 1年未満

 1～3年未満

 総数

 9～15年未満

ひと り 親になってから 1 年未満の世帯では、「 養育費の取決めをし ている 」 割合が約 4 割 
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２  養育費受取の有無 

( １ )  養育費受取の有無－29 年度調査と の比較  

 

 

ひと り 親になった理由が「 離婚」 と 「 非婚・ 未婚」 である 世帯（ 363 世帯） に、 離別し た相

手から 養育費を受けている か聞いたと こ ろ、「 受けている 」 の割合が 33. 9％と なっている 。  

（ 図Ⅱ-3-3）  

 

図Ⅱ-3-3 養育費受取の有無－29 年度調査と の比較 

  

( ２ )  養育費受取の有無－養育費取決めの有無別 

 

 

養育費受取の有無を養育費取決めの有無別にみる と 、「 受けている 」 の割合は、 養育費の取

決めをし ている 世帯が 64. 2％、 養育費の取決めをし ていない世帯は 3. 3％で、 養育費の取決め

をし ている 世帯の方が 60. 9 ポイ ント 高く なっている 。  

養育費の取決めをし ていない世帯では、「 受けたこ と がない」 の割合が 81. 8％と なっている 。

（ 図Ⅱ-3-4）  

 

図Ⅱ-3-4 養育費受取の有無－養育費取決めの有無別 
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46.3 

50.8 
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33.9 

64.2 

3.3 

16.5 

22.0 

14.9 

46.3 

12.2 

81.8 

3.3 

1.6 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（363世帯）

養育費の取決めをしている

（123世帯）

養育費の取決めをしていない

（121世帯）

無回答受けている 受けたことがあるが
今はない

受けたことがない

養育費を「 受けている 」 割合は 3 割超 

「 受けている 」 割合は、 養育費の取決めをし ている 世帯では 6 割超 
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( ３ )  母子世帯の養育費受取の有無－過去調査と の比較 

 

 

母子世帯に養育費受取の有無を聞いたと こ ろ、「 受けている 」 の割合は 36. 2％で、 29 年度調

査（ 27. 6％）、 24 年度調査（ 25. 5％） から 増加し ている 。（ 図Ⅱ-3-5）  

 

図Ⅱ-3-5 母子世帯の養育費受取の有無－過去調査と の比較  

 

（ 注） 父子世帯は総数が 26 世帯のため省略する 。  

 

３  1 か月の養育費の額－29 年度調査と の比較 

 

 

養育費を「 受けている 」 と 回答し た世帯（ 123 世帯） に 1 か月の養育費の金額を聞いたと こ ろ、

「 20, 000～40, 000 円未満」 の割合が 33. 3％で最も 高く 、 次いで、「 40, 000～60, 000 円未満」 が

16. 3％、「 100, 000 円以上」 が 14. 6％と なっている 。（ 図Ⅱ-3-6）  

 

図Ⅱ-3-6 1 か月の養育費の額－過去調査と の比較 
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7.3

養育費の額は「 20, 000～40, 000 円未満」 の割合が 3 割超 

母子世帯で養育費を「 受けている 」 割合は、 増加傾向 
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４  面会交流の有無と 頻度 

 ( １ )  面会交流の有無と 頻度 

 

 

面会交流を実施し ている か聞いたと こ ろ、「 現在、 面会交流を行っている 」 の割合は 37. 5％、

「 過去に面会交流を行ったこ と がある が、 現在は行っていない」 は 21. 5％と なっている 。  

さ ら に、 現在、 面会交流を行っている 世帯（ 136 世帯） と 過去に面会交流を行ったこ と があ

る 世帯（ 78 世帯） に、 その頻度を聞いたと こ ろ、「 月 1 回程度」 の割合が 29. 0％で最も 高く 、

次いで「 2～3 か月に 1 回程度」 が 17. 8％と なっている 。（ 図Ⅱ-3-7）  

 

図Ⅱ-3-7 面会交流の有無と 頻度 
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11.7 
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4.2 

別途協議
3.3 その他

10.7 

無回答
6.1 

100％
（214世帯）

現在又は過去の面会交流の頻度

「 現在、 面会交流を行っている 」 割合は 3 割超 
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( ２ )  面会交流の有無－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

面会交流の有無を世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、「 現在、 面会交流を行っている 」

の割合は、 母子世帯で 35. 6％、 父子世帯で 61. 5％と なっている 。（ 図Ⅱ-3-8）  

 

図Ⅱ-3-8 面会交流の有無－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

( ３ )  面会交流の有無－養育費取決めの有無別 

 

 

面会交流の有無を養育費取決めの有無別にみる と 、「 現在、 面会交流を行っ ている 」 の割合

は、養育費の取決めをし ている 世帯が 43. 1％、養育費の取決めをし ていない世帯は 29. 8％で、

養育費の取決めをし ている 世帯の方が 13. 3 ポイ ント 高く なっている 。  

養育費の取決めをし ていない世帯では、「 面会交流を行ったこ と がない」 の割合が 45. 5％と

なっている 。（ 図Ⅱ-3-9）  

 

図Ⅱ-3-9 面会交流の有無－養育費取決めの有無別 
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母子世帯で「 現在、 面会交流を行っている 」 割合は 3 割強 

養育費の取決めをし ている 世帯では、「 現在、 面会交流を行っている 」 の割合は 4 割強 
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第４ 章 公的制度について 

 

１  制度利用の有無と 制度を利用し ていない理由  

( １ )  制度利用の有無と 制度を利用し ていない理由 

 

 

公的制度の利用の有無について聞いたと こ ろ、 利用し たこ と が「 ある 」 の割合は「 児童育成

手当」 が 75. 7％で最も 高く 、次いで「 児童扶養手当」 が 71. 7％、「 ひと り 親家庭等医療費助成」

が 64. 5％と なっている 。（ 図Ⅱ-4-1）  

 

図Ⅱ-4-1 制度利用の有無と 制度を利用し ていない理由 
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児童扶養手当

生活保護
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促進資金貸付事業

総数（448世帯）

養育費の取決めや
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ない 87.9

利用し たこ と が「 ある 」 の割合は「 児童育成手当」 が最も 高く 、 7 割超 
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( ２ )  制度利用の有無と 制度を利用し ていない理由－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

 

公的制度の利用の有無について世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、 母子世帯では、 利

用し たこ と が「 ある 」 の割合は「 児童育成手当」 が 77. 8％で最も 高く 、次いで「 児童扶養手当」

が 73. 9％、「 ひと り 親家庭等医療費助成」 が 67. 3％と なっている 。 父子世帯では、「 児童育成

手当」 の割合が 52. 6％で最も 高く 、 次いで「 児童扶養手当」 が 47. 4％、「 ひと り 親家庭等医療

費助成」 が 34. 2％と なっている 。  

母子世帯、 父子世帯と も に、「 ひと り 親家庭ホーム ヘルプサービ ス 」、「 東京都ひと り 親家庭

支援センタ ー（ はあと ） への相談」、「 母子・ 父子自立支援プロ グラ ム策定事業」、「 母子及び父

子福祉資金」、「 母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金」、「 母子家庭及び父子家庭高等

職業訓練促進給付金」、「 ひと り 親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業」、「 ひと り 親家庭休養ホ

ーム事業」「 養育費の取決めや取得に関する 相談」 については、 利用し たこ と が「 ない」 の割

合が 8 割を超えている 。 ま た利用し たこ と が「 ない」 と 回答し た世帯のう ち、「 制度を知ら な

かった」 の割合は、 母子世帯の「 母子家庭及び父子家庭自立支援教育訓練給付金」 及び「 母子

家庭及び父子家庭高等職業訓練促進給付金」 がそれぞれ 29. 8％、 28. 8％で、 その他は 3 割を超

えている 。（ 図Ⅱ-4-2）  

 

「 児童育成手当」 を利用し たこ と が「 ある 」 割合は、 母子世帯では 8 割超、 父子世帯

では 3 割超 
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図Ⅱ-4-2 制度利用の有無と 制度を利用し ていない理由－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 
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ない 86.1

ない 84.9

ない 87.8

母子・父子
自立支援員への相談

ひとり親家庭等
医療費助成

児童育成手当

ひとり親家庭
ホームヘルプサービス

東京都ひとり親家庭
支援センター（はあと）

への相談

母子・父子自立支援
プログラム策定事業

母子及び父子
福祉資金

母子家庭及び父子家庭
自立支援教育訓練

給付金

母子家庭及び父子家庭
高等職業訓練促進

給付金

ひとり親家庭
休養ホーム事業

児童扶養手当

生活保護

ひとり親家庭
高等職業訓練

促進資金貸付事業

ない 97.4ない 87.1

養育費の取決めや
取得に関する助成38.3
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( ３ )  制度利用（ 生活保護） の有無と 制度を利用し ていない理由－世帯の年間収入別 

 

 

 

公的制度（ 生活保護） の利用の有無と 制度を利用し ていない理由を世帯の年間収入別にみる

と 、 生活保護を利用し たこ と が「 ある 」 割合は、「 収入なし 」 では 46. 2%、「 100 万円未満」 で

は 20. 7％、「 100～200 万円未満」 では 9. 5％、「 200～300 万円未満」 では 5. 1％と なっている 。

（ 図Ⅱ-4-3）  

 

図Ⅱ-4-3 制度利用（ 生活保護） の有無と 制度を利用し ていない理由－世帯の年間収入別 
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42.5 

65.0 
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-

10.3 

4.8 

1.3 

2.7 
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-

34.4 

23.1 

17.2 

20.2 

34.6 

40.0 

37.8 

58.8 

55.0 

30.0 

39.1 

2.7 

-

6.9 

4.8 

2.6 

-

8.1 

2.9 

-

-

-

10.7 

-

17.2 

17.9 

7.7 

10.7 

10.8 

8.8 

2.5 

5.0 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（448世帯）

収入なし

（13世帯）

100万円未満

（29世帯）

100～200万円未満

（84世帯）

200～300万円未満

（78世帯）

300～400万円未満

（75世帯）

400～500万円未満

（37世帯）

500～600万円未満

（34世帯）

600～800万円未満

（40世帯）

800～1,000万円未満

（20世帯）

1,000万円以上

（23世帯）

必要がない 制度を
知らなかった

利用条件を
満たしていない

その他 無回答

ある ない 83.3

生活保護を利用し たこ と が「 ある 」 割合は、「 収入なし 」 の世帯では 4 割超、「 100 万円未

満」 では約 2 割 



- 115 - 

 

第５ 章 就労について 

 

１  転職希望 

( １ )  転職の希望－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

働いている 世帯（ 409 世帯） に転職する 希望がある か聞いたと こ ろ、 転職の希望が「 ある 」

の割合は 35. 9％と なっている 。  

転職の希望がある かを世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、「 ある 」 の割合は、 母子世

帯 36. 9％、 父子世帯が 25. 7％と なっている 。（ 図Ⅱ-5-1)   

（ 注）「 働いている 」 世帯と は、 就労の状況を 問う 設問で「 主に仕事」「 家事など のかたわら に仕事」「 通学のかたわ

ら に仕事」 と 回答し た世帯である 。  

 

図Ⅱ-5-1 転職の希望－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 
( ２ )  母の転職の希望－従業上の地位別 

 

 

転職の希望が「 ある 」 と 回答し た母子世帯（ 138 世帯） を従業上の地位別にみる と 、「 正規の

職員・ 従業員」 の割合が 39. 9％で最も 高く なっている 。（ 図Ⅱ-5-2）  

 

図Ⅱ-5-2 母の転職の希望－従業上の地位別 

    

（ 注） 父子世帯は、 転職希望者が 9 世帯のため省略し た。  

35.9 

36.9 

25.7 

60.9 

59.6 

74.3 

3.2 

3.5 

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数

（409世帯）

母子世帯

（374世帯）

父子世帯

（35世帯）

ある ない 無回答

正規の職

員・従業員

39.9 

パート・アルバイト

37.0

労働者派遣

事業所の派

遣社員

10.1 

契約社員・

嘱託

5.8

自営業

1.4 

会社・団体

等の役員

1.4 

その他

2.2 無回答

2.2 

100%
（138世帯）

転職の希望が「 ある 」 母子世帯は 3 割超 

転職の希望が「 ある 」 母子世帯の約 4 割は、 正規の職員・ 従業員 
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２  転職し たい理由 

( １ )  転職し たい理由〔 複数回答〕 －29 年度調査と の比較 

 

 

転職の希望が「 ある 」 と 回答し た世帯（ 147 世帯） に、 転職し たい理由を聞いたと こ ろ、「 収

入が良く ない」 の割合が 67. 3％で最も 高く なっている 。（ 図Ⅱ-5-3）  

 

図Ⅱ-5-3 転職し たい理由〔 複数回答〕 －29 年度調査と の比較 

 

 

 

（ 注） ※1 は、 平成 29 年度調査では選択肢を 設けていないため、 データ が存在し ない。  

   ( 注)  ※2 は、 平成 29 年度調査では「 親の介護」 と し ていた。
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※
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そ
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無
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令和4年(147世帯）
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「 収入が良く ない」 の割合が 6 割超 
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( ２ )  母の転職し たい理由〔 複数回答〕 －従業上の地位別 

 

 

 

母の転職し たい理由を従業上の地位別にみる と 、 正規の職員・ 従業員、 パート ・ アルバイ ト

では、 それぞれ「 収入が良く ない」 の割合が最も 高く なっている （ 63. 6％、 64. 7％）。  

（ 表Ⅱ-5-1）  

 

表Ⅱ-5-1 母の転職し たい理由〔 複数回答〕 －従業上の地位別 

 

 
 

（ 注） 父子世帯は、 転職希望者が 9 世帯のため省略し た。  
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い

 
親
族

の
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護

　
（

親
、

配

偶
者

な
ど
）

 
そ
の

他

 
無
回

答

100.0 65.9 10.1 18.1 12.3 23.2 15.2 50.7 9.4 26.1 8.0 10.9 0.7

(138)

100.0 100.0 - - - - - 50.0 50.0 - - - -

(2)

100.0 63.6 18.2 14.5 12.7 29.1 25.5 43.6 7.3 41.8 10.9 10.9 -

(55)

100.0 50.0 - - - 50.0 - 50.0 - 100.0 - - -

(2)

100.0 64.7 5.9 29.4 13.7 21.6 13.7 52.9 13.7 15.7 7.8 3.9 2.0

(51)

100.0 50.0 7.1 14.3 14.3 14.3 - 50.0 7.1 21.4 7.1 35.7 -

(14)

100.0 87.5 - - 12.5 12.5 - 62.5 - - - - -

(8)

100.0 100.0 - - - - - 100.0 - - - - -

(3)
 その他

 総数

 会社・団体等の役員

 パート・アルバイト

 労働者派遣事業所の
 派遣社員

 契約社員・嘱託

 自営業

 正規の職員・従業員

「 収入が良く ない」 の割合は、 正規の職員・ 従業員、 パート ・ アルバイ ト で、 それぞれ

6 割超 
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４  副業の有無と 形態〔 複数回答〕 －世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別 

 

 

副業をし ている かを世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別にみる と 、「 し ている 」 と 回答があったの

は母子世帯のみで、 割合は 11. 5％と なっている 。（ 図Ⅱ-5-5）  

ま た、 副業をし ている と 回答し た母子世帯（ 47 世帯） に、 ど のよ う な形態で行っている か聞い

たと こ ろ、「 本業が休みの日に自宅以外の場所で行っている 」 の割合が 53. 2％で最も 高く 、 次い

で「 自宅で行っている 」 が 21. 3％、「 本業終了後に自宅以外の場所で行っている 」 が 14. 9％と な

っている 。（ 図Ⅱ-5-6）  

 

図Ⅱ-5-5 副業の有無－世帯類型（ 母子・ 父子世帯） 別  

 

 

図Ⅱ-5-6 副業の形態〔 複数回答〕  
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